
(57)【要約】

【課題】　麺流しと、バーベキューや鍋料理とを同時に

行うことができ、しかも、使用中、及び、使用後の循環

水を濾過して排水する。

【解決手段】　環状の仕切板３４を、麺流し容器３０の

底板３１に且つ麺流し容器３０の側板３２，３３に対し

て同心円状に立設し、仕切板３４によって、外側に麺流

しレーンＡを形成すると共に、内側に排水レーンＢを形

成し、麺流し容器３０の内周の側板３３によって、その

中央部に焜炉４０の設置スペースを確保し、複数のジャ

ンプ台４５を麺流しレーンＡの底板３１に配設し、水溜

め槽１１及び麺流しレーンＡにポンプ１８を介して連結

された循環用給水路と、排水レーンＢ及び水溜め槽１１

に連結された循環用排水路と、水溜め槽１１及び外部に

連通する外部排水路とから循環水路を構成し、循環用給

水路、循環用排水路、外部排水路にそれぞれ濾過器１３

，１７を設ける。

【選択図】　　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
架 台 に 支 持 さ れ た 環 状 の 麺 流 し 容 器 と 、 該 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 と 内 周 の 側 板 と の 間 に
同 心 円 状 に 立 設 さ れ た 環 状 の 仕 切 板 と 、 該 仕 切 板 と 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 と に よ っ て 形
成 さ れ た 麺 流 し レ ー ン と 、 仕 切 板 と 麺 流 し 容 器 の 内 周 の 側 板 と に よ っ て 形 成 さ れ た 排 水 レ
ー ン と 、 麺 流 し レ ー ン に ポ ン プ を 介 し て 連 結 さ れ た 給 水 用 の 水 溜 め 槽 と 、 該 ポ ン プ に 連 結
さ れ 、 且 つ 、 麺 流 し レ ー ン に 貫 設 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル と 、 水 溜 め 槽 の 水 を 、 水 溜 め 槽 と 麺
流 し 容 器 と の 間 で 循 環 さ せ る 循 環 水 路 と を 備 え た 麺 流 し 装 置 に お い て 、 麺 流 し 容 器 の 内 周
の 側 板 に よ っ て 、 麺 流 し 容 器 の 中 央 部 に 焜 炉 の 設 置 ス ペ ー ス が 確 保 さ れ る よ う に 構 成 さ れ
て な る こ と を 特 徴 と す る 麺 流 し 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
仕 切 板 は 、 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 、 及 び 、 内 周 の 側 板 よ り も 低 く 形 成 さ れ 、 し か も 、 仕
切 板 に は 、 麺 流 し レ ー ン に 連 通 す る 複 数 の ス リ ッ ト 、 又 は 、 穴 が 形 成 さ れ る と 共 に 、 開 閉
可 能 な 排 水 ゲ ー ト が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 麺 流 し 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
麺 流 し レ ー ン の 底 板 に は 、 複 数 の ジ ャ ン プ 台 が 麺 流 し 容 器 に お い て 直 交 す る 二 本 の 中 心 線
上 に 略 位 置 す る よ う に 配 設 さ れ 、 し か も 、 各 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 は 、 還 流 す る 水 流 の 方 向
に 対 し て 若 干 上 向 き に 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 麺 流 し 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
ノ ズ ル は 、 各 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 の 下 流 側 に 近 設 さ れ 、 し か も 、 各 ノ ズ ル は 、 麺 流 し レ ー
ン に 形 成 さ れ た 複 数 の 給 水 口 に 嵌 入 さ れ た 上 下 方 向 の 嵌 入 部 と 、 該 嵌 入 部 に 連 設 さ れ た 麺
流 し レ ー ン に 位 置 す る 水 平 方 向 の 給 水 部 と を 有 し 、 ノ ズ ル の 給 水 部 の ジ ャ ン プ 台 側 の 端 部
に は 、 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 と 略 平 行 す る 傾 斜 面 が 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 麺 流 し 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
循 環 水 路 は 、 水 溜 め 槽 、 及 び 、 麺 流 し レ ー ン に ポ ン プ を 介 し て 連 結 さ れ た 循 環 用 給 水 路 と
、 排 水 レ ー ン 、 及 び 、 水 溜 め 槽 に 連 結 さ れ た 循 環 用 排 水 路 と 、 水 溜 め 槽 、 及 び 、 外 部 に 連
通 す る 外 部 排 水 路 と か ら 構 成 さ れ 、 し か も 、 循 環 用 給 水 路 、 循 環 用 排 水 路 、 外 部 排 水 路 に
そ れ ぞ れ 濾 過 器 が 設 け ら れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 麺 流 し 装 置 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 麺 流 し と 、 バ ー ベ キ ュ ー と を 同 時 に 行 え る 麺 流 し 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 麺 流 し 装 置 は 、 環 状 の 支 持 板 を 有 す る 脚 立 付 き テ ー ブ ル と 、 該 テ ー ブ ル の 支 持 板
の 穴 部 に 挿 脱 可 能 に 挿 入 さ れ 、 且 つ 、 テ ー ブ ル の 支 持 板 に 支 持 さ れ た 麺 流 し 容 器 と か ら 構
成 さ れ て い る 。 該 麺 流 し 容 器 は 、 有 底 筒 形 状 の 水 溜 め 槽 と し て の 内 筒 と 、 該 内 筒 の 上 部 の
外 側 に 、 且 つ 、 内 筒 と 同 心 円 状 に 設 け ら れ た 有 底 筒 形 状 の 外 筒 と 、 両 筒 体 に よ っ て 形 成 さ
れ た 麺 流 し レ ー ン と し て の 貯 水 部 と 、 内 筒 の 底 部 に 連 設 さ れ た ポ ン プ 室 と か ら 構 成 さ れ て
い る も の が 公 知 に な っ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 内 筒 の 側 板 の 上 部 、 及 び 、 内 筒 の 底 板 に は 、 複 数 の 水 戻 し 穴 が 穿 設 さ れ て お り 、 内 筒 の
側 板 の 上 部 の 水 戻 し 穴 は 、 貯 水 部 に 連 通 す る 一 方 、 内 筒 の 底 板 の 水 戻 し 穴 が ポ ン プ 室 に 連
通 し て い る 。 よ っ て 、 内 筒 に 給 水 さ れ た 水 は 、 内 筒 の 水 戻 し 穴 を 通 っ て 貯 水 部 、 及 び 、 ポ
ン プ 室 に 給 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 3100413 U 2004.5.20



　 ポ ン プ 室 は 、 内 筒 の 内 径 と 同 一 径 で 、 ポ ン プ 室 に は 、 貯 水 部 に 還 流 を 生 成 す る エ ジ ェ ク
タ 装 置 が 設 け ら れ て い る 。 該 エ ジ ェ ク タ 装 置 は 、 複 数 の ポ ン プ と 、 麺 流 し 容 器 の 外 筒 に 貫
設 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル と 、 各 ポ ン プ 及 び 各 ノ ズ ル を 連 結 す る 配 管 と を 有 し て い る 。 ノ ズ ル
の 給 水 口 は 、 水 平 、 又 は 、 水 平 面 に 対 し て 若 干 上 向 き に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 内 筒 に 給 し た 後 、 エ ジ ェ ク タ 装 置 の ポ ン プ を 作 動 し て ノ ズ ル か ら 水 を 噴 射 し て
還 流 を 生 成 す る 。 こ の 水 流 の 中 に 、 う ど ん 、 そ ば 、 素 麺 な ど の 麺 を 流 し 込 ん で 流 動 さ せ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 際 、 内 筒 の 水 が 、 内 筒 と 外 筒 の 貯 水 部 と を 循 環 す る こ と に な る 。 即 ち 、 外 筒 の 貯 水
部 を 還 流 す る 水 画 、 外 筒 か ら 内 筒 の 側 板 の 上 部 の 水 戻 し 穴 を 通 っ て 内 筒 に 排 水 さ れ る と 同
時 に 、 内 筒 の 底 板 の 水 戻 し 穴 か ら ポ ン プ 、 ノ ズ ル を 介 し て 外 筒 の 貯 水 部 に 給 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 バ ー ベ キ ュ ー を す る 場 合 は 、 テ ー ブ ル の 支 持 板 か ら 面 流 し 容 器 を 取 り 外 す べ く 離
脱 さ せ 、 代 わ り に バ ー ベ キ ュ ー 用 焜 炉 な ど を 載 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ ― ２ ３ ４ ４ ８ ２ 号 公 報 （ 第 １ ― ６ 頁 、 図 １ 乃 至 図 ３ ）
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 麺 流 し 装 置 の 場 合 は 、 麺 流 し と 、 バ ー ベ キ ュ ー や 鍋 料 理 と を 同 時
に 行 う こ と が で き ず 、 テ ー ブ ル か ら 麺 流 し 容 器 を 取 り 外 す 必 要 が あ り 、 煩 雑 で あ る と い う
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 内 筒 に お け る 循 環 水 は 、 使 用 し て い る う ち に 汚 れ て し ま い 不 衛 生 で あ る こ と に
加 え て 、 該 循 環 水 を 排 水 す る 場 合 に は 、 排 水 路 が 麺 流 し 装 置 に は 設 け ら れ て お ら ず 、 麺 流
し 容 器 を テ ー ブ ル か ら 取 り 外 し て 、 麺 流 し 容 器 の 汚 水 を 外 部 へ そ の ま ま 排 水 す る こ と に な
り 、 そ の 作 業 に 労 力 を 要 す る 。 ま た 、 外 部 に 排 水 し た 麺 流 し 容 器 の 汚 水 は 、 環 境 に 支 障 を
き た す 場 合 が あ る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か も 、 流 動 す る 麺 は 、 還 流 に よ っ て 生 じ る 遠 心 力 と 、 水 戻 し 穴 と の 吸 引 作 用 と に よ っ
て 、 貯 水 部 の 略 中 央 部 を 回 流 す る こ と に な る が 、 回 動 す る 水 流 は 、 一 定 方 向 の 流 動 で あ る
た め 、 流 動 す る 麺 は 、 そ の 自 重 に よ っ て 水 底 を 流 動 す る こ と に な り 、 水 面 近 く を 流 動 す る
こ と が 少 な く な り 、 麺 を す く う こ と が 困 難 に な る 場 合 が あ る と い う 問 題 も 生 じ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 麺 流 し と 、 バ ー ベ キ ュ ー や 鍋 料 理 と を 同 時 に 行 う
こ と が で き 、 し か も 、 使 用 中 の 循 環 水 を き れ い に す る と 共 に 、 使 用 後 の 循 環 水 を 環 境 に 支
障 を き た す こ と な く 排 水 で き 、 さ ら に 、 流 動 す る 麺 を 水 面 近 く で 流 動 さ せ て す く い や す く
し た 麺 流 し 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 の 麺 流 し 装 置 は 、 請 求 項 １ に 示 す 如 く 、 架 台 に 支 持
さ れ た 環 状 の 麺 流 し 容 器 と 、 該 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 と 内 周 の 側 板 と の 間 に 同 心 円 状 に
立 設 さ れ た 環 状 の 仕 切 板 と 、 該 仕 切 板 と 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 と に よ っ て 形 成 さ れ た 麺
流 し レ ー ン と 、 仕 切 板 と 麺 流 し 容 器 の 内 周 の 側 板 と に よ っ て 形 成 さ れ た 排 水 レ ー ン と 、 麺
流 し レ ー ン に ポ ン プ を 介 し て 連 結 さ れ た 給 水 用 の 水 溜 め 槽 と 、 該 ポ ン プ に 連 結 さ れ 、 且 つ
、 麺 流 し レ ー ン に 貫 設 さ れ た 複 数 の ノ ズ ル と 、 水 溜 め 槽 の 水 を 、 水 溜 め 槽 と 麺 流 し 容 器 と
の 間 で 循 環 さ せ る 循 環 水 路 と を 備 え た 麺 流 し 装 置 に お い て 、 麺 流 し 容 器 の 内 周 の 側 板 に よ
っ て 、 麺 流 し 容 器 の 中 央 部 に 焜 炉 の 設 置 ス ペ ー ス が 確 保 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て な る も の
で あ る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 麺 流 し 容 器 の 内 周 の 側 板 に よ っ て 、 麺 流 し 容 器 の 中 央 部 に 焜 炉 設 置 ス ペ ー
ス が 確 保 さ れ る よ う に な り 、 麺 流 し 容 器 を テ ー ブ ル か ら 取 り 外 す こ と な く 、 麺 流 し と バ ー
ベ キ ュ ー と が 同 時 に 楽 し め る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 示 す 如 く 、 仕 切 板 を 、 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 、 及 び 、 内 周 の 側 板 よ
り も 低 く 形 成 し 、 麺 流 し レ ー ン に 連 通 す る 複 数 の ス リ ッ ト 、 又 は 、 穴 を 仕 切 板 に 形 成 す る
と 共 に 、 開 閉 可 能 な 排 水 ゲ ー ト を 仕 切 板 に 形 成 す る の が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 よ っ て 、 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 、 及 び 、 内 周 の 側 板 よ り も 仕 切 板 を 低 く 形 成 す る こ と
で 、 麺 流 し レ ー ン か ら 水 が 溢 れ 出 る こ と が な く 、 焜 炉 の 設 置 ス ペ ー ス へ の 浸 水 も 防 止 で き
る 。 さ ら に 、 仕 切 板 に 形 成 さ れ た 麺 流 し レ ー ン に 連 通 す る 複 数 の ス リ ッ ト 、 又 は 、 穴 に よ
っ て 、 水 溜 め 槽 の 水 が 、 麺 流 し レ ー ン 、 排 水 レ ー ン 、 水 溜 め 槽 の 間 を 円 滑 に 循 環 す る こ と
に な る 。 加 え て 、 仕 切 板 の 排 水 ゲ ー ト を 開 く こ と に よ っ て 、 麺 流 し レ ー ン の 水 を 迅 速 に 排
水 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ３ に 示 す 如 く 、 複 数 の ジ ャ ン プ 台 を 、 麺 流 し 容 器 に お い て 直 交 す る 二 本
の 中 心 線 上 に 略 位 置 す る よ う に 、 麺 流 し レ ー ン の 底 板 に 配 設 し 、 各 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 を
、 還 流 す る 水 流 の 方 向 に 対 し て 若 干 上 向 き に 形 成 す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ う す れ ば 、 麺 流 し 容 器 に お い て 直 交 す る 二 本 の 中 心 線 上 に 位 置 す る ジ ャ ン プ 台 に よ っ
て 、 麺 流 し レ ー ン の 四 箇 所 に お い て 、 流 動 す る 麺 が ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 に よ っ て 水 面 近 く
に 持 ち 上 げ ら れ 、 麺 が す く い や す く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 請 求 項 ４ に 示 す 如 く 、 ノ ズ ル を 、 各 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 の 下 流 側 に 近 設 し 、 さ
ら に 、 各 ノ ズ ル を 、 麺 流 し レ ー ン に 形 成 さ れ た 複 数 の 給 水 口 に 嵌 入 さ れ た 上 下 方 向 の 嵌 入
部 と 、 該 嵌 入 部 に 連 設 さ れ た 麺 流 し レ ー ン に 位 置 す る 水 平 方 向 の 給 水 部 と か ら 構 成 し 、 ジ
ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 と 略 平 行 す る 傾 斜 面 を 、 ノ ズ ル の 給 水 部 の ジ ャ ン プ 台 側 の 端 部 に 形 成 す
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 し た が っ て 、 ノ ズ ル を 、 各 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 の 下 流 側 に 近 設 す る こ と で 、 ジ ャ ン プ 台
の 傾 斜 面 に よ っ て 水 面 近 く に 持 ち 上 げ ら れ た 麺 が 、 ノ ズ ル の 噴 流 に よ る 水 圧 に よ っ て 再 度
持 ち 上 げ ら れ 、 水 面 近 く で の 流 動 が 維 持 さ れ る こ と に な り 、 麺 流 し レ ー ン を 略 水 面 近 く で
流 動 す る こ と に な り 、 麺 が よ り す く い や す く な る 。 さ ら に 、 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 と 略 平 行
す る 傾 斜 面 を 、 ノ ズ ル の 給 水 部 の ジ ャ ン プ 台 側 の 端 部 に 形 成 す れ ば 、 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面
に よ っ て 水 面 近 く を 流 動 す る 麺 が 水 底 へ 流 動 し よ う と す る 際 に 、 水 面 近 く に 浮 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 加 え て 、 請 求 項 ５ に 示 す 如 く 、 循 環 水 路 を 、 水 溜 め 槽 、 及 び 、 麺 流 し レ ー ン に ポ ン プ を
介 し て 連 結 さ れ た 循 環 用 給 水 路 と 、 排 水 レ ー ン 、 及 び 、 水 溜 め 槽 に 連 結 さ れ た 循 環 用 排 水
路 と 、 水 溜 め 槽 、 及 び 、 外 部 に 連 通 す る 外 部 排 水 路 と か ら 構 成 し 、 循 環 用 給 水 路 、 循 環 用
排 水 路 、 外 部 排 水 路 に そ れ ぞ れ 濾 過 器 を 設 け る の が よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 場 合 、 循 環 水 が 濾 過 さ れ て 清 浄 化 さ れ る と 共 に 、 外 部 排 水 が 濾 過 さ れ て 環 境 に も 悪
影 響 を 及 ぼ す こ と が な い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 考 案 の 麺 流 し 装 置 は 、 麺 流 し 容 器 の 内 周 の 側 板 に よ っ て 、 麺 流
し 容 器 の 中 央 部 に 焜 炉 の 設 置 ス ペ ー ス を 確 保 で き て 、 麺 流 し と バ ー ベ キ ュ ー と が 同 時 に 楽
し め る 効 果 が あ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 麺 流 し 容 器 の 外 周 の 側 板 、 及 び 、 内 周 の 側 板 よ り も 仕 切 板 を 低 く 形 成 す る よ う に
し た の で 、 麺 流 し レ ー ン か ら の 水 の 溢 出 を 防 止 で き る 。 さ ら に 、 仕 切 板 に 形 成 さ れ た 複 数
の ス リ ッ ト や 穴 、 或 い は 、 排 水 ゲ ー ト に よ っ て 、 円 滑 な 水 の 循 環 と 、 迅 速 な 排 水 と を 有 効
に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し か も 、 複 数 の ジ ャ ン プ 台 を 、 麺 流 し 容 器 に お い て 直 交 す る 二 本 の 中 心 線 上 に 略 位 置 す
る よ う に 、 麺 流 し レ ー ン の 底 板 に 配 設 し 、 各 ジ ャ ン プ 台 の 傾 斜 面 を 、 還 流 す る 水 流 の 方 向
に 対 し て 若 干 上 向 き に 形 成 す る よ う に し た た め 、 水 面 近 く で 麺 を 流 動 さ せ る こ と が で き て
、 よ り 一 層 麺 流 し を 楽 し め る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 ノ ズ ル の 噴 流 を 利 用 し て 水 面 近 く で の 麺 の 流 動 を 維 持 で き る 一 方 、 ジ ャ ン プ 台
の 傾 斜 面 と 略 平 行 す る 傾 斜 面 を 、 ノ ズ ル の 給 水 部 の ジ ャ ン プ 台 側 の 端 部 に 形 成 す る こ と で
、 水 面 か ら 水 底 へ 流 動 し よ う と す る 麺 を 、 水 面 近 く に 浮 上 さ せ る の に 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 加 え て 、 循 環 用 給 水 路 、 循 環 用 排 水 路 、 外 部 排 水 路 に そ れ ぞ れ 濾 過 器 を 設 け る よ う に し
た の で 、 循 環 水 の 清 浄 化 、 及 び 、 外 部 排 水 の 濾 過 を 同 時 に 実 現 で き 、 人 及 び 環 境 に 良 好 な
麺 流 し 装 置 が 得 ら れ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 と し て 、 以 下 の 実 施 例 に つ き 、 図 １ ～ 図 ３ を 参 照 し
て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 考 案 の 一 実 施 例 に 係 る 麺 流 し 装 置 は 、 例 え ば 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 外 形 が
略 角 柱 体 に 骨 組 み さ れ た 架 台 １ と 、 該 架 台 １ に 内 装 さ れ た 水 循 環 装 置 １ ０ と 、 該 架 台 １ に
支 持 さ れ た 円 環 状 の 麺 流 し 容 器 ３ ０ と 、 後 述 す る 架 台 １ の 受 け 皿 ８ に 載 置 さ れ る と 共 に 、
麺 流 し 容 器 ３ ０ の 中 央 部 に 位 置 し た 焜 炉 ４ ０ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 架 台 １ は 、 平 面 視 四 角 形 状 の 仮 想 線 の 四 隅 に 配 設 さ れ た 縦 支 柱 ２ ， … と 、 各 縦 支 柱 ２ ，
… の 上 端 部 を 連 結 し た 上 横 支 柱 ３ ， … と 、 上 横 支 柱 ３ ， … の 上 端 部 に 固 着 さ れ た 環 状 の 支
持 板 ４ と 、 各 縦 支 柱 ２ ， … の 下 端 部 を 連 結 し た 下 横 支 柱 ５ ， … と 、 該 下 横 支 柱 ５ ， … に 敷
設 さ れ た 平 面 視 四 角 形 状 の 底 板 ６ と 、 各 縦 支 柱 ２ ， … の 上 部 に 「 井 」 の 字 形 状 に 架 設 さ れ
た 補 助 支 柱 ７ ， … と 、 各 補 助 支 柱 ７ ， … が 交 差 し た 平 面 視 四 角 形 状 の 開 口 部 に 設 け ら れ た
受 け 皿 ８ と 、 各 縦 支 柱 ２ ， … 、 各 上 横 支 柱 ３ ， … 、 各 下 横 支 柱 ５ ， … に よ っ て 形 成 さ れ た
側 面 視 四 角 形 状 の 側 面 開 口 部 に そ れ ぞ れ 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ た 側 面 板 ９ ， … と を 具 備 し て
い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 受 け 皿 ８ は 、 各 補 助 支 柱 ７ ， … が 交 差 し て 形 成 さ れ た 開 口 部 よ り も や や 大 き い 四 角 形 状
を 呈 し て い る 。 さ ら に 、 上 述 し た よ う に 、 受 け 皿 ８ に は 、 焜 炉 ４ ０ が 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 水 循 環 装 置 １ ０ は 、 架 台 １ の 底 板 ６ の 右 側 に 載 置 さ れ た 直 方 体 形 状 の 水 溜 め 槽 １ １ と 、
該 水 溜 め 槽 １ １ の 上 面 開 口 部 に 開 閉 可 能 に 設 け ら れ た 蓋 体 １ ２ と 、 該 蓋 体 １ ２ の 上 面 に 取
り 付 け ら れ た 濾 過 器 と し て の 濾 過 槽 １ ３ と 、 該 濾 過 槽 １ ３ の 上 面 開 口 部 を 閉 塞 し た 蓋 板 １
４ と 、 上 端 部 が 後 述 す る 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 排 水 レ ー ン Ｂ に 連 通 す る と 共 に 、 下 端 部 が 濾 過
槽 １ ３ の 蓋 板 １ ４ に 貫 設 さ れ た 連 結 管 １ ５ と 、 濾 過 槽 １ ３ の 底 部 、 及 び 、 水 溜 め 槽 １ １ の
上 板 に 貫 設 さ れ た 連 通 管 １ ６ と 、 水 溜 め 槽 １ １ の 底 面 に 設 置 さ れ た 濾 過 器 と し て の ス ト レ
ー ナ １ ７ と 、 架 台 １ の 底 板 ６ の 左 側 に 載 置 さ れ た ポ ン プ １ ８ と 、 上 端 部 が 後 述 す る 麺 流 し
容 器 ３ ０ の 麺 流 し レ ー ン Ａ に 連 通 す る と 共 に 、 下 端 部 が ポ ン プ １ ８ に 接 続 さ れ た 給 水 管 １
９ と 、 該 給 水 管 １ ９ に 設 け ら れ た 切 換 バ ル ブ ２ ０ 、 及 び 、 そ の 分 岐 管 １ ９ ａ に 設 け ら れ た

10

20

30

40

50

(5) JP 3100413 U 2004.5.20



切 換 バ ル ブ ２ ０ ａ と 、 一 端 部 が ポ ン プ １ ８ に 接 続 さ れ る と 共 に 、 別 端 部 が 架 台 １ の 底 板 ６
か ら 外 部 へ 導 出 さ れ た 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 、 給 水 管 １ ９ の 分 岐 管 １ ９ ａ に 設 け ら れ た 切 換 バ ル ブ ２ ０ ａ に は 、 架 台 １ の 底 板 ６
か ら 外 部 へ 導 出 さ れ た ホ ー ス が 接 続 さ れ て い る （ 図 示 せ ず ） 。 ま た 、 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ の
別 端 の 開 口 部 に は 、 排 水 バ ル ブ ２ ５ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ の 別 端
側 の 導 出 部 か ら 分 岐 さ れ た 分 岐 管 ２ ６ は 、 架 台 １ の 底 板 ６ を 貫 通 し て ス ト レ ー ナ １ ７ の 底
部 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 水 溜 め 槽 １ １ と 麺 流 し 容 器 ３ ０ と の 間 で 循 環 水 路 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 循 環
水 路 は 、 水 溜 め 槽 １ １ 、 分 岐 管 ２ ６ 、 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ 、 ポ ン プ １ ８ 、 給 水 管 １ ９ 、 ノ ズ
ル 、 麺 流 し レ ー ン Ａ に よ っ て 構 成 さ れ た 循 環 用 給 水 路 と 、 排 水 レ ー ン Ｂ 、 連 結 管 １ ５ 、 濾
過 槽 １ ３ 、 連 通 管 １ ６ に よ っ て 構 成 さ れ た 循 環 用 排 水 路 と 、 排 水 レ ー ン Ｂ 、 連 結 管 １ ５ 、
濾 過 槽 １ ３ 、 連 通 管 １ ６ 、 水 溜 め 槽 １ １ 、 分 岐 管 ２ ６ 、 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ に よ っ て 構 成 さ
れ た 外 部 排 水 路 と か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 水 溜 め 槽 １ １ の 内 面 、 及 び 、 水 溜 め 槽 １ １ の 蓋 体 １ ２ の 内 面 に は 断 熱 板 ２ ２ が
貼 着 さ れ て い る 。 加 え て 、 水 溜 め 槽 １ １ の 蓋 体 １ ２ に は 、 Ｌ 字 形 状 の 取 手 ２ ３ が 取 り 付 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 濾 過 槽 １ ３ の 内 部 に は 、 複 数 枚 の ウ ー ル マ ッ ト か ら な る 濾 過 材 ２ ４ が 積 重 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 給 水 管 １ ９ の 上 端 開 口 部 は 、 後 述 す る 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 排 水 レ ー ン Ｂ の 下 方 に 位 置 し 、
後 述 す る 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 麺 流 し レ ー ン Ａ に 形 成 さ れ た 複 数 の 給 水 口 ２ ７ ， … に 連 結 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 麺 流 し 容 器 ３ ０ は 、 円 環 状 の 底 板 ３ １ と 、 該 底 板 ３ １ の 外 周 及 び 内 周 に 同 心 円 状 に 立 設
さ れ た 側 板 ３ ２ ， ３ ３ と 、 両 側 板 ３ ２ ， ３ ３ の 間 に 同 心 円 状 に 立 設 さ れ た 仕 切 板 ３ ４ と を
具 備 し て い る 。 そ し て 、 外 周 の 側 板 ３ ２ と 仕 切 板 ３ ４ と で 外 周 側 の 麺 流 し レ ー ン Ａ が 形 成
さ れ る と 共 に 、 仕 切 板 ３ ４ と 内 周 の 側 板 ３ ３ と で 内 周 側 の 排 水 レ ー ン Ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 さ ら に 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 中 央 部 に お い て 、 内 周 の 側 板 ３ ３ に よ り 焜 炉 ４ ０ の 設 置 ス ペ
ー ス が 確 保 さ れ て い る 。 加 え て 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 外 側 に は 、 環 状 の テ ー ブ ル ４ １ が 、 架
台 １ の 支 持 板 ４ に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 加 え て 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 外 周 の 側 板 ３ ２ の 高 さ が 最 も 高 く 、 次 い で 内 周 の 側 板 ３ ３ が
高 く 、 仕 切 板 ３ ４ が 最 も 低 く な っ て い る 。 こ れ は 、 麺 流 し レ ー ン Ａ か ら の 水 が 排 水 レ ー ン
Ｂ に お い て 容 易 に 排 水 で き る よ う に す る と 共 に 、 麺 流 し レ ー ン Ａ か ら 水 が 溢 れ 出 な い よ う
に し 、 さ ら に 、 排 水 レ ー ン Ｂ か ら の 排 水 が 内 周 の 側 板 ３ ３ を 越 え て 焜 炉 ４ ０ の 設 置 ス ペ ー
ス に 浸 水 し な い よ う に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 仕 切 板 ３ ４ の 上 縁 部 に は 、 麺 流 し レ ー ン Ａ か ら 水 を 排 水 レ ー ン
Ｂ へ 導 水 さ せ る た め の 複 数 の ス リ ッ ト ３ ５ ， … が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 仕 切 板 ３ ４ の
一 部 に は 、 開 閉 可 能 な 排 水 ゲ ー ト ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 該 排 水 ゲ ー ト ３ ６ は 、 円 弧 状 の
開 閉 板 ３ ７ と 、 仕 切 板 ３ ４ の 一 部 に 形 成 さ れ た 排 水 口 ３ ８ と 、 仕 切 板 ３ ４ の 排 水 口 ３ ８ の
周 縁 部 の 両 側 に そ れ ぞ れ 固 着 さ れ た 複 数 個 の ガ イ ド ３ ９ ， … と を 具 備 し て い る 。 そ し て 、
開 閉 板 ３ ７ は ガ イ ド ３ ９ ， … に よ っ て 挿 脱 可 能 に 設 け ら れ て 排 水 口 ３ ８ を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 麺 流 し レ ー ン Ａ に は 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ に お い て 直 交 す る 二 本 の 中 心 線 上 に 、 断
面 直 角 三 角 形 状 の ジ ャ ン プ 台 ４ ５ ， … が 複 数 配 設 さ れ て い る 。 こ の ジ ャ ン プ 台 ４ ５ ， … に
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は 、 還 流 す る 水 流 の 方 向 に 対 し て 若 干 上 向 き な 傾 斜 面 ４ ６ ， … が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 傾
斜 面 ４ ６ ， … に よ っ て 、 流 動 す る 麺 が 、 水 面 に 押 上 げ ら れ て す く い や す く な る 。 さ ら に 、
ジ ャ ン プ 台 ４ ５ ， … の 下 流 側 に は 、 給 水 口 ２ ７ ， … が 近 設 し て 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 各 給 水 口 ２ ７ ， … は 、 複 数 の 配 管 エ ル ボ ４ ７ ， … 、 及 び 、 直 線 状 の 配 管 ４ ８ ，
… に よ っ て 上 述 し た 給 水 管 １ ９ の 上 端 開 口 部 に 連 結 さ れ て い る 。 加 え て 、 各 給 水 口 ２ ７ ，
… に は 、 環 状 の ゴ ム パ ッ キ ン ４ ９ ， … が 装 着 さ れ る と 共 に 、 各 ゴ ム パ ッ キ ン ４ ９ ， … の 開
口 部 に は 、 ノ ズ ル ５ ０ ， … が 嵌 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 該 ノ ズ ル ５ ０ は 、 上 下 方 向 の 嵌 入 部 ５ １ と 、 断 面 が 台 形 状 の 給 水 部 ５ ２ と か ら 構 成 さ れ
て い る 。 さ ら に 、 ノ ズ ル ５ ０ の 嵌 入 部 ５ １ か ら 給 水 部 ５ ２ に か け て 、 上 下 方 向 の 大 径 の 給
水 路 ５ ３ が 形 成 さ れ て い る 一 方 、 給 水 部 ５ ２ に は 、 小 径 の 水 平 方 向 の 給 水 路 ５ ４ が 形 成 さ
れ 、 両 給 水 路 ５ ３ ， ５ ４ が 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 加 え て 、 ノ ズ ル ５ ０ の 給 水 部 ５ ２ は 、 そ の 断 面 が 台 形 状 で あ る た め 、 傾 斜 部 ５ ５ を 有 し
て い る 。 こ の 傾 斜 部 ５ ５ は 、 ジ ャ ン プ 台 ４ ５ に よ っ て 水 面 近 く に 押 上 げ ら れ た 麺 の 流 動 を
維 持 す る 役 目 を 担 っ て い る 。 ま た 、 ノ ズ ル ５ ０ の 嵌 入 の 際 、 傾 斜 部 ５ ５ を 有 す る ノ ズ ル ５
０ の 給 水 部 ５ ２ の 端 部 が ジ ャ ン プ 台 ４ ５ の 押 さ え の 役 目 を も 担 っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 焜 炉 ４ ０ は 、 上 面 開 口 部 の 形 状 が 円 形 状 で 、 し か も 、 該 上 面 開 口 部 に 向 か う に し た が っ
て 開 口 面 積 が 大 き く な っ て い る 。 さ ら に 、 焜 炉 ４ ０ は 、 上 述 し た よ う に 架 台 １ の 受 け 皿 ８
に 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 つ ぎ に 本 考 案 の 麺 流 し 装 置 の 使 用 態 様 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 麺 流 し 及 び 鍋 料 理 を す
る 場 合 、 麺 流 し 装 置 の 架 台 １ の 受 け 皿 ８ に 焜 炉 ４ ０ を 予 め 載 置 し て お き 、 続 い て 、 排 水 バ
ル ブ ２ ５ を 閉 じ た 状 態 に す る と 共 に 、 給 水 管 １ ９ の 切 換 バ ル ブ ２ ０ を 開 い た 状 態 に し た 後
、 ポ ン プ １ ８ を 作 動 さ せ る と 、 水 溜 め 槽 １ １ の 水 が 給 水 管 １ ９ 、 麺 流 し レ ー ン Ａ の 給 水 口
２ ７ ， … 、 ノ ズ ル ５ ０ ， … を 介 し て 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 麺 流 し レ ー ン Ａ に 給 水 が 行 わ れ 、 ノ
ズ ル ５ ０ ， … か ら の 噴 流 に よ っ て 麺 流 し レ ー ン Ａ に お い て 還 流 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 状 態 で 、 素 麺 や 冷 麺 な ど の 麺 を 水 に 挿 入 す る と 、 麺 が 水 流 に よ っ て 麺 流 し レ ー ン Ａ
を 流 動 す る 。 そ し て 、 焜 炉 ４ ０ に 火 を つ け て 食 材 の 入 っ た 鍋 を セ ッ ト す れ ば 、 麺 を 食 す る
と 共 に 、 鍋 料 理 も 楽 し め る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 際 、 麺 流 し レ ー ン Ａ か ら の 水 が 、 仕 切 板 ３ ４ を 越 え た り 、 仕 切 板 ３ ４ の ス リ ッ ト ３
５ ， … を 通 っ た り し て 排 水 レ ー ン Ｂ に 流 出 す る こ と に な る が 、 排 水 レ ー ン Ｂ 、 連 結 管 １ ５
を 経 て 濾 過 槽 １ ３ 、 連 通 管 １ ６ を 通 っ た 後 、 水 溜 め 槽 １ １ に 戻 さ れ 、 再 度 、 ス ト レ ー ナ １
７ で 濾 過 さ れ た 水 が 、 ポ ン プ １ ８ に 吸 い 上 げ ら れ て 、 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ 、 給 水 管 １ ９ を 経
て 麺 流 し レ ー ン Ａ に 給 水 さ れ る 。 よ っ て 、 水 溜 め 槽 １ １ の 水 か ら 麺 流 し レ ー ン Ａ に 、 麺 流
し レ ー ン Ａ か ら 排 水 レ ー ン Ｂ に 、 排 水 レ ー ン Ｂ か ら 水 溜 め 槽 １ １ に 循 環 さ れ る こ と に な る
が 、 循 環 水 路 の 二 箇 所 （ 濾 過 槽 １ ３ 及 び ス ト レ ー ナ １ ７ ） に お い て 濾 過 さ れ る た め 、 水 の
汚 れ が 少 な く て 衛 生 的 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ の 内 周 の 側 板 ３ ３ の 高 さ が 仕 切 板 ３ ４ の 高 さ よ り も 高 く な っ て い
る た め 、 排 水 レ ー ン Ｂ か ら の 水 に よ っ て 焜 炉 ４ ０ の 設 置 ス ペ ー ス が 水 浸 し に な る こ と は な
く 、 焜 炉 ４ ０ の 燃 焼 に は 支 障 を き た さ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 つ ぎ に 、 食 後 、 麺 流 し レ ー ン Ａ の 水 を 外 部 に 排 水 す る 場 合 、 ポ ン プ １ ８ を 停 止 さ せ 、 給
水 管 １ ９ の 切 換 バ ル ブ ２ ０ を 閉 じ た 状 態 に す る と 共 に 、 給 水 管 １ ９ の 分 岐 管 １ ９ ａ の 切 換
バ ル ブ ２ ０ ａ を 開 い た 状 態 に し 、 さ ら に 、 排 水 バ ル ブ ２ ５ を 開 い た 状 態 に す る 。 そ し て 、
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仕 切 板 ３ ４ の 排 水 ゲ ー ト ３ ６ の 開 閉 板 ３ ７ を 開 く と 、 麺 流 し レ ー ン Ａ か ら 排 水 レ ー ン Ｂ に
導 水 さ れ た 水 が 、 排 水 レ ー ン Ｂ の 排 水 口 ３ ８ 、 排 水 兼 吸 水 管 ２ １ を 介 し て 濾 過 槽 １ ３ を 通
っ て 水 溜 め 槽 １ １ に 流 出 し 、 さ ら に 、 水 溜 め 槽 １ １ の ス ト レ ー ナ １ ７ を 通 っ た 濾 過 水 が 外
部 に 排 水 さ れ る 。 よ っ て 、 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ す こ と な く 排 水 で き る 。 ま た 、 給 水 管 １ ９
に 残 留 す る 水 は 、 分 岐 管 １ ９ ａ 、 図 示 し な い ホ ー ス を 介 し て 外 部 へ 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 麺 流 し 装 置 の 麺 流 し レ ー ン Ａ 、 排 水 レ ー ン Ｂ 、 濾 過 槽 １ ３ 、 濾 過 槽 １ ３ の 濾 過 材
２ ４ 、 水 溜 め 槽 １ １ 、 ス ト レ ー ナ １ ７ 、 各 種 配 管 ４ ７ ， ４ ８ は 全 て 分 解 可 能 で 、 且 つ 、 洗
浄 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 考 案 の 麺 流 し 装 置 は 、 分 解 組 立 て が 簡 単 で 、 一 般 家 庭 の 庭 先 、 或 い は 、
屋 外 で の キ ャ ン プ な ど に お い て 誰 も が 容 易 に 楽 し め る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 な お 、 前 記 実 施 例 の 場 合 、 麺 流 し 容 器 ３ ０ に 給 水 さ れ る 水 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は
な く 、 氷 水 な ど の 冷 水 や 湧 き 水 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 ま た 、 湧 き 水 を 使 用 す る 場 合 に
は 、 ポ ン プ １ ８ 、 水 溜 め 槽 １ １ 、 濾 過 槽 １ ３ を 取 り 外 し て 使 用 す る こ と も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 考 案 の 麺 流 し 装 置 は 、 一 般 家 庭 の 庭 先 や 屋 外 で 、 素 麺 、 う ど ん な ど の 麺 流 し と 、 焼 肉
、 焼 魚 な ど の バ ー ベ キ ュ ー と を 同 時 に 行 う 場 合 に 有 効 に 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 麺 流 し 装 置 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 、 図 １ の 平 面 図 、 （ ｂ ） は 、 麺 流 し レ ー ン の 排 水 ゲ ー ト の 部 位 を 拡 大 し
た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ （ ａ ） の Ｓ － Ｓ 線 断 面 図 で あ っ て 、 ジ ャ ン プ 台 及 び ノ ズ ル の 取 付 部 位 の 拡 大
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 １ 　 架 台
　 ２ 　 縦 支 柱
　 ３ 　 上 横 支 柱
　 ４ 　 支 持 板
　 ５ 　 下 横 支 柱
　 ６ 、 ３ １ 　 底 板
　 ７ 　 補 助 支 柱
　 ８ 　 受 け 皿
　 ９ 　 側 面 板
　 １ ０ 　 水 循 環 装 置
　 １ １ 　 水 溜 め 槽
　 １ ２ 　 蓋 体
　 １ ３ 　 濾 過 槽 （ 濾 過 器 ）
　 １ ４ 　 蓋 板
　 １ ５ 　 連 結 管
　 １ ６ 　 連 通 管
　 １ ７ 　 ス ト レ ー ナ （ 濾 過 器 ）
　 １ ８ 　 ポ ン プ
　 １ ９ 　 給 水 管
　 １ ９ ａ 、 ２ ６ 　 分 岐 管
　 ２ ０ 、 ２ ０ ａ 　 切 換 バ ル ブ
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　 ２ １ 　 排 水 兼 吸 水 管
　 ２ ２ 　 断 熱 板
　 ２ ３ 　 取 手
　 ２ ４ 　 濾 過 材
　 ２ ５ 　 排 水 バ ル ブ
　 ２ ７ 　 給 水 口
　 ３ ０ 　 麺 流 し 容 器
　 ３ ２ 、 ３ ３ 　 側 板
　 ３ ４ 　 仕 切 板
　 ３ ５ 　 ス リ ッ ト
　 ３ ６ 　 排 水 ゲ ー ト
　 ３ ７ 　 開 閉 板
　 ３ ８ 　 排 水 口
　 ３ ９ 　 ガ イ ド
　 ４ ０ 　 焜 炉
　 ４ １ 　 テ ー ブ ル
　 ４ ５ 　 ジ ャ ン プ 台
　 ４ ６ 　 傾 斜 面
　 ４ ７ 　 配 管 エ ル ボ
　 ４ ８ 　 配 管
　 ４ ９ 　 ゴ ム パ ッ キ ン
　 ５ ０ 　 ノ ズ ル
　 ５ １ 　 嵌 入 部
　 ５ ２ 　 給 水 部
　 ５ ３ 、 ５ ４ 　 給 水 路
　 ５ ５ 　 傾 斜 部
　 Ａ 　 麺 流 し レ ー ン
　 Ｂ 　 排 水 レ ー ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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